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「ながら」と「つつ」のポライトネス機能に関する一考察	
	
市川真未（創価大学	 日本語・日本文化教育センター）	
	
要	 旨	
	 話し言葉コーパスを用いて収集した「ながら」と「つつ」の例文から、共起しやすい
先行動詞を調査した。その後、その動詞が用いられている例を Twitter で収集し、「なが
ら」と「つつ」に見られる特徴を探っていった。その結果、Twitter 上で使用された「な
がら」と「つつ」の逆接用法には、逆らえない状況や感情の存在が認められる内容が後
続文に含まれることが多々あることが分かった（①不可避）。さらに「つつ」においては、
第三者からの非難を軽減する補償行為も見られた（②マイナス評価の緩和）。また、他者
への非難をしているツイートには、発信者のポジティブポライトネスへの補償が見てと
れた（③非難の際のポジティブフェイスへの配慮）	
キーワード：ながら、つつ、接続助詞、フェイス、Twitter  
	
はじめに	
「ながら」と「つつ」は類似表現として認識されているが、その差異を明確に説明で
きるだろうか。多くの文法書には、口語・文語の差異と説明されているが、それだけでは
説明しきれないことも多い。また、「ながら」に先行する動詞により、その意味を広げて
いるということは先行研究で明らかにされてきてはいるが、「つつ」と比較したうえで考
察しているものは管見のところ見つからない。類似表現である「つつ」と比較することで、
それぞれの機能がより明確に見えてくるのではないかと考え、本稿では日本語話し言葉コ
ーパス(Corpus of Spontaneous Japanese :以下 CJS)で共通条件を見つけ、その後、
Twitter からランダムに用例を収集・分析し、日本語話者がどのような意識の違いで双方
を使い分けているのかを探っていきたい。最初に CSJ で用例を収集したのは、「つつ」が
話し言葉でも用いられているということを確認するためである。	
	
1.先行研究	
「ながら」と「つつ」の違いについて、多くの文法書や日本語能力試験用の参考書(1)	
では以下のような使い分けの説明をしている。	
	
ながら	 	 	 行きながら、小さいながら、子供でありながら	
a	 同じ人が同時に二つの動作を行うことを表す。普通は意志的な継続動詞が使われる。	
b	 前件と後件に矛盾がある時、｢けれども｣の意味になる。｢ながらも｣となることもあ
る。	
【注】名詞、副詞に直接続く言い方もある。	
つつ	 	 	 	 (動詞の連用形だけ)	
a	 ながらと同様二つの動作が同時に行われることを表す。文語的な書き言葉で使われ
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る。	
b	 前件と後件に矛盾がある場合には逆接になり、「も」を伴うことが多い。	
『外国人のための日本語	 例文・問題シリーズ〈６〉／接続の表現』pp.74-75	
	
それぞれの意味と使い分け	
(1)「ながら」「つつ」は、2 つの動作が並行して行われることを表わす接続助詞である。
ただし、「つつ」は文章的である。	
(2)「ながら」と「つつ」には、順接用法のほかに、「･･･つつある」の形で、動作・状態
の継続を表わす文章的な用法がある。	
関連語〔ながら〕	
前件と後件が矛盾する内容にあることを表わす。	
「彼は口ではすぐやると言っておきながら、なかなか腰を上げようとしない。」	
『使い方の分かる類語例解辞典』pp.1129-1130	
		
文法書や日本語能力試験用の参考書では「ながら」と「つつ」を「話し言葉」、「書き
言葉」という文語・口語の差異から述べているが、実際はそれだけでは説明がつかないも
のが多い。実際に丁寧度の高低にかかわらず、話し言葉で「つつ」が用いられていること
は多く、話し言葉コーパスや話し言葉に近い SNS の投稿にも多くの「つつ」の例が見受
けられる。	
この文語・口語の差異とは異なる観点から考察しているものに、梶川(2012)がある。
梶川は「ながら」と「つつ」はほとんどの場合、言い換え可能だが、「ながら」で表され
る付帯状況は、後件事態の成立に何らかの影響を及ぼし得ると話者によって認識されるも
のであり、「つつ」で表されるのは後件事態によって妨げられずに維持しようと努められ
る付帯状況であると述べている。また、川越(2002)は、「ながら」には目的の異なる 2 つ
の動作の「同時進行」と逆接とは別の「て」で言い換えられる「様態」としての用法があ
るとして、以下の例を提示している。	 	
(1)	ラジオで音楽を聞きながら、日本語の勉強をした。		
≠ラジオで音楽を聞いて、日本語の勉強をした。		
(2)	発音のテープを聞きながら、日本語の勉強をした。		
＝発音のテープを聞いて、日本語の勉強をした。		
	(川越 2002:52 より抜粋。(	 )の中の番号は筆者による)	
例(1)は「同時進行」、例(2)は「手段」を表し、この「て」で置き換えられる「ながら」
は「様態」の用法であるとしている。また、「同時進行」の場合は、用いられる動詞に意
志性を必要とするが、「様態」の「ながら」は、そういった制限はないと述べている。	
先行する動詞に着目するというのは重要であるが、後続する動詞や文機能に関して触
れていないのは問題である。また、「同時進行」「逆説」「様態」の 3 つの枠には入れられ
ないものはどのように扱うのか、疑問が残る。	
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2.援用する理論	
データ収集と分析結果に移る前に、本稿で援用する B&L(1987)の理論を概観しておき
たい。B&L(1987)はフェイスやそのフェイスを脅かす行為(以下、FTA)との関連性から
ポライトネスを理論付け、より普遍的なものにした。フェイスとは人間なら誰しもが持っ
ているものであり、これには「他者に理解されたい、認められたい、好かれたい、賞賛さ
れたい」というプラス方向の欲求である「ポジティブフェイス」と「他者に邪魔されたく
ない、踏み込まれたくない」というマイナス方向の欲求である「ネガティブフェイス」と
いう 2 つの側面があるとした。コミュニケーションをとる上で FTA になる行為は多いが、
それらを避けて人と関わっていくことはできない。そのため、FTA にならないように配
慮した言語行動をとるのである。これを B&L は「ポライトネス」と呼び、状況に合わせ
適切なポライトネスを選択する際の選択基準の体系をポライトネスストラテジーと呼び、
以下のような図にまとめている。	
	
	
“Politeness:	Some	Universals	in	Language	Usage.”	(B&L	1987;	p60)		
	
politeness strategy には、1．without redressive action, baldly(あからさまに言う)、2．
positive politeness	 (ポジティブフェイスに配慮した補償行為を行う)、 3．negative 
politeness(ネガティブフェイスに配慮した補償行為を行う)、4．off record（ほのめかす）、
5．Don’t do  FTA という 5 つの選択肢があり、FTA が大きい場合には数字の大きいスト
ラテジーが選ばれ、小さいものは FTA の度合いが小さいものに用いられるとしている。
また、FTA は相手との社会的距離、力関係、その行為が文化において課す負担の大きさ
からその度合いの強さが変わるとされている。	
本稿ではデータの分析にこの B&L(1987)のフェイス理論とポライトネス理論を用いる。	
	
3.データ収集・分析と結果	
まず、CSJ を用いて「ながら」と「つつ」の用例を取集した。先行する品詞は動詞に絞
り、動作・状態の継続を表わす「つつある」は研究対象から外した。	
CSJ で用例を集めた結果、「ながら」の例は 2695、「つつ」の例は 242 であり、その中
で最も多かった先行動詞は「期待する」「期待する」「考慮する」などの「スル動詞」であ
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った。しかしながら、「スル」に先行する名詞までみていくと、共通しているものの数は
減り、結果、「思う」が一番多いという結果になった。以下はそれぞれにどのような動詞
が先行しているかをまとめた表である。	
	
	
	
この結果から、Twitter では「思いながら」と「思いつつ」の用例を集めることにした。
2017 年 12 月 14 日から 18 日にツイートされたもの、それぞれ 100 件ずつ集め、まず順
接用法と逆接用法に大別してみることにした。その結果、「ながら」は順接用法で使用さ
れることが多く、逆に「つつ」は逆接用法で使用されていることが多かった。	
	
	 「ながら」と「つつ」の選択をする際、順接用法としては「ながら」が、逆接用法とし
ては「つつ」が選ばれやすいということかもしれないが、この部分については今後の課題
とする。	
	 「ながら」の順接用法には、川越(2002)で述べられている通り、「同時進行」と「様態」
の用法が認められた。	
(3）お 2 人と出会って 17 年。今回が、お 2 人と番組を作らせていただく最後の機会
になっても後悔しないように…と思いながら制作しました。一人でも多くの方に、ラ
ストまで見ていただければ幸いです。	
(4)49 話まで見終わっている今、万福は万千代の危機に２度遭遇しているワケで、そ
う思いながら 31 話を亥之助くん視点で捉えようとするとまた更に話に深みが出てく
るのよな。立場的には長じて主従になる 2 人のベースが紛れもない『掛けがえのな
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い友』という尊い話なんだぞ。（主従で友、大好物もぐもぐ）	
「思う」は内的動作動詞であるため、「食べる」や「歩く」などの動詞に比べ、同時進
行性が低いが、それでも(3)のような「同時進行」に分類可能な用例は多く見つかった。
また、(4)は(2)の例と同様、「手段」を表している「様態」の例として捉えることができ
る。	
「つつ」の「様態」の例は見つけられなかったが、「同時進行」の用法として分類でき
る例はいくつか認められた。	
(5)鶯丸：朝起きたら一期の置手紙があった。内容は「料理は愛です」のたった一言
だけ。不思議に思いつつ台所に行くと、一期が作ったと思われる形の崩れたおにぎり
が置いてあった。ほっこりした。	
(6)月ナビを見て「うわ〜駅前で待ち合わせて花束渡されてえ〜〜」と思っていたの
ですが、本来のテーマは「V6 とお家に帰ろう♪(省略)」だったようで笑	我々どんな
家に住んでんだ?!と思いつつ描きました。クリスマスまであと 5 日 		
「ながら」と「つつ」の順接用法についてはほとんどが入れ替え可能であるため、こ
の用法に関して大きな差異はないといえよう。	
一方で、「ながら」と「つつ」の逆接用法の例を見てみると、様々な機能が認められた。
次節では①不可避②マイナス評価の緩和（言い訳）③	非難の際のポジティブフェイスへ
の配慮の 3 つに分けてそれぞれの例を概観していきたい。	
	
4.用例の分類	
	 Twitter の用例を分析した結果、逆接用法には大きく 3 つの用法に分類できた。それぞ
れのデータ数は以下の通りである。	
	
	
	
	
	
	
	
4.1	不可避	
「思ってはいるができなかった」、「わかっていたのにやってしまった」、「気持ちはあ
ったが期限が来てしまった」など逆らえない状況や感情の存在が認められる用例である。
この用法は後ろに感情動詞や時間の経過を表わす動詞、「てしまう」などを伴うことが多
い。	
(7)素敵な贈り物…ほんとににうれしい…	きゃーーありがとうございます！そして
今回もまた主題歌は Perfume さん！無限未来！やったぁ！最高です！本当に！本気
で照れてますけど、2 年ぶりにちはや Perfume が実現しました笑。申し訳ないと思
いながらも…やっぱりうれしい…予告も解禁されました！ぜひ！	
(8)しかし何故人間は同じ失敗を何度も繰り返すのだろう。イベントの昼公演の前や
	 逆接	 順接	
不可避	 マイナス評価の緩和	
	
非難の際の	
ポジティブフェイスへの配慮	
ながら	 7	 0	 9	 84	
つつ	 59	 19	 4	 18	
表４	 「ながら」と「つつ」の用法の分類（Twitter の用例）	
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夜公演の前に出るお弁当。お腹は空いているが本番の事を考えて腹八分ん目にしよう
と思いながら美味しさに負けバクバク全部食べてしまい「苦しい食べ過ぎた歌が唄え
ない」とのたまわっている自分。そろそろ学習しよう。	
(9)おはようございます！今朝も無いと思いつつ思わずコンビニ寄ってしまいました
…明日お休みなので朝一で乗り込もうかと♪もう今からニヤニヤしてしまいます♪今
日もお仕事頑張って下さい～！	
(10)そろそろ Twitter にあげたまんがたちをまとめて支部にあげたいなぁ、と思いつ
つ半月ほどが経過しました		おまえはいつもそうだ	
この用例は言及されている事柄に「逆らえない」ということであり、発信者の意図に
より、マイナスにもプラスにもなるものである。	
	
4.2.マイナス評価の緩和	
①不可避は言及されている事柄に「逆らえない」というものであったが、この②マイナ
ス行為の緩和は自分の意志でしてしまった事柄に対して第三者が非難をすることを予想し、
その第三者の受け止め方をできるだけよくしようという補償行為である。	
(11)私も上の子の赤ちゃん返り？による発狂期は、可哀想と思いつつ耐えられず毎
日どなってたし、手をあげてしまうこともありました。。。これからこのまま可愛いと
ずっと思えなくなるのかなとも。。。難しいとは思いますが、意識的に息抜き少しでも
してくださいね	
(12)(ちょっと容赦なさすぎるかなーと思いつつもやはり摘発)	
(11)の例は発信者が怒鳴ったり手を挙げてしまうことをツイートし、第三者はその事
柄に対してマイナスイメージを抱くが、そこで自分も葛藤があったということを第三者に
伝えることでそのマイナスイメージの緩和をしている。(12)の例も同様である。	
この第三者のマイナス評価を緩和は「ながら」には見られなかった。「つつ」には①不
可避の用例が多く出たことから、「A つつ B」の B には「したくなかったけどせざるを得
なかったというニュアンスが「ながら」よりも想起されやすいと考えられる。よって、マ
イナス行為は「仕方なくしてしまったことだ」という意図を含ませることができ、第三者
のマイナス評価の軽減を期待して「つつ」を用いているのではないかと考えた。	
	
4.3.非難の際のポジティブフェイスへの配慮	
	 非難は聞き手、話し手の両者のフェイスを脅かす行為であるが、Twitter のような聞き
手がその発話の対象にならない場合、主張したいことを自由に発信したいという欲求と、
第三者から悪く思われたくないという欲求が拮抗する。その際、非難の対象への配慮とは
違ったベクトルの補償行為がされていると考えられる。	
(13)会社のとある先輩にいつも嫌味を言われてムカつくわあ〜	その人かなり歳上な
んだけど…	人間はいくつになっても、	未熟な奴もいるというお手本だと	思ってそ
の人を見ている。	自分も未熟だし。仕方ない。と思いつつ…	「はよ定年退職しろ
や！！」	と心で叫ぶワタシ。	
(14)ゲストかいてもらったから私も今年は頑張らなければというのあったから平和
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になった……。	二十歳かよ www おでぶのころが高校生？！	すまないーと思いつつ
そういう子達は永遠にこのじゃれあいから逃れられないと信じている……。	
	(13)と(14)はともに後件で非難しているが、前件で「自分も未熟だし。仕方ない。と
思いつつ」「すまないーと思いつつ」という補償行為がされている。これはその非難の対
象者へのものではなく、自身のポジティブフェイスを守るために付加されたと考えること
ができるだろう。否定評価のみで非難した場合、第三者のネガティブな評価を表出させて
しまう恐れがあるため、そのことへの補償として使用されたのではないかと思われる。	
	
おわりに	
本稿では動詞の性質に注目した先行研究を概観した上で、先行する動詞として共通の
ものを抽出し、条件を合わせた上で後続する内容を見ていった。「ながら」と「つつ」の
順接用法に関しては先行研究で明らかにされているものを援用していったが、今回、逆接
用法で現れた機能の分類を行った。第三者からの評価も考慮しながら自分の思いを自由に
表現するという Twitter の特異な性質上、以上にあげた 3 つの機能が見つかったというこ
とも大いに考えられるため、今後は対象を会話に広げ、再検討していきたい。	
	
注	
（1）文法書は庵ほか（2001）、森田（1980）の 2 冊を、日本語能力試験用の参考書は遠藤
（2009・2010）、行田ほか（2010）、友松ほか（2010）、アスク出版編集部（2008）の 5 冊を
調べた。本文で取り上げたものと同様の説明がなされていた。	
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